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社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。



桃の花（岡山県）

甘い香りと白い姿、強い甘みが特徴
とされる岡山白桃。環境省の「かお
り風景100選」では「吉備丘陵の白
桃」として3つの地区が選ばれてい
ます。開花時や桃の熟す季節には甘
くやさしい香りが風にのって桃畑に
広がります。
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略
2
0
1
7
に
お
い
て
「
保
険
者
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
強
化
し
、
企
業
の
健

康
経
営
と
の
連
携
（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）

を
推
進
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
と
日

本
健
康
会
議
が
連
携
し
て
、
各
保
険
者

の
加
入
者
の
健
康
状
態
や
健
康
へ
の
投

資
状
況
等
を
ス
コ
ア
リ
ン
グ
し
経
営
者

に
通
知
す
る
取
組
を
、
来
年
度
か
ら
開

始
す
る
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
8

年
度
よ
り
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業

省
・
日
本
健
康
会
議
の
三
者
が
連
携
し
、

Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
か
ら
保
険
者
単
位
の
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
の
上
、
全
健
保
組
合
及

　

2
0
1
3
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
日
本
再
興
戦
略
に
お
い
て
、
国
民
の

〝
健
康
寿
命
の
延
伸
〞
が
重
要
な
柱
と

し
て
掲
げ
ら
れ
、
政
府
全
体
で
予
防
・

健
康
づ
く
り
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と

に
加
え
て
、
保
険
者
に
お
い
て
は
健

診
・
医
療
情
報
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
た
効
果
的
・
効
率
的

な
保
健
事
業
の
実
施
を
図
る
た
め
の

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
、

2
0
1
5
年
度
か
ら
は
第
1
期
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
が
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
汲
ん
で
、
2
0
1
7
年

6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
未
来
投
資
戦

び
国
家
公
務
員
共
済
組
合
に
対
し
て
提

供
を
開
始
し
ま
し
た
。

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
の
充
実

　

翌
年
の
2
0
1
9
年
6
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

に
お
い
て
「
加
入
者
の
健
康
状
態
や
医

療
費
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組

状
態
を
見
え
る
化
し
、
経
営
者
に
通
知

す
る
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
、
健
保
組
合
や
事
業
主
へ
の
働

き
か
け
を
強
化
す
る
た
め
、
評
価
指
標

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の

作
成
業
務
を
開
始

～
保
険
者
・
事
業
主
単
位
の
提
供
に
伴
う
概
要
～

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
は
、
2
0
1
8
年
度
よ
り
国
の
施
策
と
し
て
健
保
組
合
を
対
象
と
し
、
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
情
報
等
デ
ー
タ

ベ
ー
ス（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）の
デ
ー
タ
を
活
用
し
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
度（
2
0
2
0
年
度
実
施
分
）よ
り
支
払
基
金
が
そ
の
作
成
を
担
う
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
保
険
者
単
位
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に
加

え
て
事
業
主
単
位
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
業
務
の
概
要
や
変
更
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
作
成
の
背
景

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
と
は
、

各
健
保
組
合
の
加
入
者
の
健
康
状
態
や

医
療
費
、
予
防
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取

組
状
況
等
に
つ
い
て
、
全
国
平
均
や
業

態
平
均
と
比
較
し
た
場
合
の
自
組
合
の

立
ち
位
置
を
見
え
る
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
企
業
と
保
険
者
が
従
業
員
等
の
予

防
・
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
連
携
を
深

め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
で
す
。

2月刊基金 March 2022



に
経
年
変
化
を
加
え
る
な
ど
、
通
知
内

容
の
充
実
や
通
知
方
法
の
工
夫
を
行
う
。

同
様
の
取
組
を
、
2
0
2
0
年
度
か
ら

は
全
保
険
者
種
別
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
は
、
健
保
組

合
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
に
つ
い
て

事
業
主
単
位
で
実
施
す
る
。」
と
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
2
0
1
9
年
度
よ
り

地
方
公
務
員
共
済
組
合
に
対
し
て
も
提

供
を
拡
大
し
、
レ
ポ
ー
ト
内
容
の
経
年

変
化
の
導
入
、
各
種
指
標
の
評
価
区
分

の
細
分
化
、
目
標
値
の
設
定
、
性
・
年

齢
補
正
の
導
入
と
い
っ
た
レ
ポ
ー
ト
内

容
も
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
度
版（
２
０
１
９

年
度
実
施
分
）
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
保
険
者
へ
の
レ
ポ
ー

ト
送
付
が
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
提
供
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
事
業
主
単

位
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の

作
成
に
は
、
健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
資
格
情
報
と
し
て
、
事
業
所
ご

と
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
「
記
号
（
事

業
所
整
理
記
号
）」
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｂ
デ
ー
タ
※
１
に
は
格
納
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
１ 

N
D
B
デ
ー
タ
…
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
支
払
基
金
で
匿
名
化
を
、

特
定
健
診
等
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
保
険

者
で
匿
名
化
し
た
上
で
支
払
基
金
へ
提

出
さ
れ
た
後
、
N
D
B
に
格
納
す
る
仕

組
み
で
あ
っ
た
た
め
、
事
業
所
を
識
別

す
る
た
め
の
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

支
払
基
金
で
の
作
成

業
務
の
受
託
と
そ
の
効
果

　

2
0
2
1
年
度
よ
り
、
2
0
2
0
年

度
以
降
に
実
施
し
た
特
定
健
診
等
デ
ー

タ
分
に
つ
い
て
は
、「
記
号
・
番
号
」
情

報
等
を
含
む
匿
名
化
さ
れ
て
い
な
い
顕

名
デ
ー
タ
※
２
が
保
険
者
か
ら
支
払
基

金
へ
提
出
さ
れ
、
支
払
基
金
で
匿
名
化

の
上
、
N
D
B
に
格
納
す
る
仕
組
み
へ

と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
に
加
え
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
に
つ
い

て
も
「
記
号
」
を
持
っ
た
デ
ー
タ
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、

支
払
基
金
で
保
険
者
単
位
・
事
業
主
単

位
で
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト

の
作
成
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
一
旦
N
D
B
に

格
納
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
レ
ポ
ー

医療機関・薬局

保険者

保険者

事業所

  データヘルス・
ポータルサイト

特定健診・
レセプト情報等

収集提供システム

レセプト電算
処理システム

特定健診等データ
収集システム

NDB

支払基金 厚生労働省

健康スコアリング
レポート

（匿名化）

レセプトデータ

特定健診等
データ

図表１●健康スコアリングレポート作成に係るデータ等の流れ

月刊基金 March 20223



と
に
よ
り
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を

行
う
こ
と
な
く
デ
ー
タ
集
計
で
き
る
よ

う
開
発
し
ま
し
た
。

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に
出

力
す
る
デ
ー
タ
は
、
参
考
資
料
も
含
め

る
と
約
2
1
0
0
項
目
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
は
、
N
D
B
に
格
納
さ
れ
た
匿

名
化
デ
ー
タ
よ
り
作
成
し
て
い
ま
し
た

が
、
個
々
の
レ
セ
プ
ト
や
特
定
健
診
等

の
顕
名
デ
ー
タ
で
集
計
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
加
入
者

の
保
険
者
間
移
動
に
よ
る
影
響
が
な
い

か
な
ど
の
デ
ー
タ
の
「
同
値
性
」
に
関

す
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
前
年
度
の
実

績
値
を
す
べ
て
比
較
し
て
、
同
じ
値
で

あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
の
集
計
ロ
ジ
ッ
ク
も

チ
ェ
ッ
ク
し
た
う
え
で
拡
張
機
能
を
搭

載
し
、
令
和
3
年
11
月
よ
り
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

事
業
主
単
位
の

レ
ポ
ー
ト
作
成

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
目

的
は
、
企
業
と
保
険
者
が
従
業
員
等
の

健
康
に
関
す
る
問
題
意
識
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
連
携
に
よ
る
取

組
（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）
が
促
進
さ
れ
、

従
業
員
等
に
対
す
る
予
防
・
健
康
づ
く

り
の
取
組
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
者
が
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を

行
う
際
に
、
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
は
、
全
健
保
組
合
・
同
業
態
内

に
お
け
る
自
組
合
の
立
ち
位
置
を
把
握

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
保
険
者
単
位
の
レ

ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
事
業
主
単
位
の
レ

ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

健
保
組
合
の
多
く
が
複
数
の
事
業
所

で
組
織
さ
れ
て
い
る
中
で
、
社
会
保
険

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
人
事
・
労
務
管

理
等
が
な
さ
れ
て
い
る
事
業
所
（
図
表

２
）
の
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
、
事
業

主
単
位
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
目

的
に
鑑
み
て
「
適
用
事
業
所
単
位
」
で

地域別や業態別等の観点から複数の事業所を事業主マスタに
まとめて登録し、被保険者数の合計が50名以上になる場合
は、当該複数の事業所について１つのレポートを作成します。

単一健保組合 総合健保組合

　今般、保険者番号に加え資格情報の『記号
（事業所整理記号）』を活用することで、事業
主単位での健康スコアリングレポートの提供
が可能となることから、事業所単位での従業
員等の予防・健康づくりに向けた連携を深め
るための見える化が可能となります。

※総合健保組合とは、２以上の事業所または２
以上の事業主が共同して設立し、合計で被保
険者が常時3000人以上であることが必要です。

※単一健保組合とは、企業が単独で
設立する保険組合であり、単一事
業所で働いている被保険者が常時
700人以上必要です。

保険証

記号

保険者番号 ××××××××

●● 番号

保険者所在地

保険者名称

生年月日
氏　　名

△△

事業主単位（適用事業所）

健康保険証

複数事業所単一事業所

全3000人
以上

700人
以上

ト
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
支
払
基

金
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
直
接
作
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
成
期
間
を
半
年

程
度
前
倒
し
で
き
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

最
新
の
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
図
表
１
）

※
２ 

顕
名
デ
ー
タ
…
特
定
健
診
等
情
報

を
本
人
に
紐
付
け
る
た
め
、
保
険
者
番

号
、
被
保
険
者
証
等
記
号
、
被
保
険
者

証
等
番
号
及
び
枝
番
を
記
録
し
た
も
の
。

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
作
成
機
能
の

開
発

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
及
び
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
図
表
１
の
と
お
り
、
特
定
健

診
・
レ
セ
プ
ト
情
報
等
収
集
提
供
シ
ス

テ
ム
（
以
下
「
収
集
提
供
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
。）
に
格
納
さ
れ
ま
す
。

　

収
集
提
供
シ
ス
テ
ム
で
は
、
格
納
し

た
デ
ー
タ
を
匿
名
化
・
暗
号
化
処
理
を

行
っ
た
う
え
で
N
D
B
デ
ー
タ
を
作

成
・
提
供
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
格
納

し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
健
康
ス
コ
ア
リ

ン
グ
レ
ポ
ー
ト
用
の
デ
ー
タ
を
生
成
す

る
機
能
を
同
シ
ス
テ
ム
に
追
加
す
る
こ

図表２
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作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
の
構
成
と

使
い
方

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
は
、

レ
ポ
ー
ト
本
紙
と
参
考
資
料
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　

レ
ポ
ー
ト
本
紙
は
、
特
定
健
康
診
査

（
以
下
「
特
定
健
診
」
と
い
う
）・
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
、
健
康
状
況
、
生

活
習
慣
、
医
療
費
に
つ
い
て
、
健
保
組

合
の
加
入
者
全
体
の
デ
ー
タ
を
全
組
合

平
均
・
業
態
平
均
と
の
比
較
で
経
年
変

化
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お

お
ま
か
な
傾
向
や
健
康
課
題
の
所
在
を

把
握
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
考
資
料
は
、
レ
ポ
ー
ト
本

紙
の
各
指
標
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
・

被
扶
養
者
別
、
男
女
別
、
年
代
別
の

デ
ー
タ
等
を
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
示
し

て
お
り
、
詳
細
を
分
析
・
議
論
す
る
こ

と
に
適
し
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
本
紙

の
加
入
者
全
体
で
全
組
合
平
均
や
業
態

平
均
を
上
回
っ
て
い
た
項
目
に
つ
い
て

も
、
被
保
険
者
・
被
扶
養
者
別
、
男
女

別
、
年
代
別
の
デ
ー
タ
等
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す

図表３●健康スコアリングレポート

健康スコアリングレポート（サンプル）

本紙（一部抜粋）

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
単
位
の
レ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
事
業
主
へ
の
訴
求
力
を
高

め
る
観
点
か
ら
、
被
保
険
者
の
デ
ー
タ

の
み
を
用
い
て
レ
ポ
ー
ト
本
紙
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
考
資
料
は
母

集
団
が
小
さ
く
個
人
の
特
定
に
つ
な
が

る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。（
図
表
３
）

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
の
見
方

（
図
表
４
〜
６
）

⑴
レ
ポ
ー
ト
の
項
目

　

保
険
者
単
位
の
レ
ポ
ー
ト
の
項
目
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

状
況

・
特
定
健
診
の
検
査
項
目
で
あ
る
健
康

状
況
５
項
目
（
肥
満
、
血
圧
、
血
糖
、

脂
質
、
肝
機
能
）

・
特
定
健
診
の
問
診
項
目
で
あ
る
生
活

習
慣
５
項
目
（
喫
煙
、
運
動
、
食
事
、

飲
酒
、
睡
眠
）

・
医
療
費
の
状
況

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
は
「
実
施
率
」、
健
康
状

況
及
び
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
作
成

参考資料（一部抜粋）

保険者単位
事業主単位

保険者単位
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図表４●特定健診・特定保健指導の実施状況

図表５●健康状況及び生活習慣

ランク評価（顔マーク）は、保険者種別（単一・総合）・
業態ごとの平均を100とした場合の実施率の相対値の平
均値を高い順に並べ、5等分したうちのどの段階かを表示

上段：保険者種別にお
ける順位を表示
下段：すべての組合の
うちの順位を表示

（事業主：業態別事業所
のうちの順位を表示）

判定を1ランク上げる
ための必要人数を表示

レーダーチャー
トの形が大きい
ほど、良好な状
況であることを
示す

直近３年分のデータを
表示

それぞれの生活習慣病リスクについて、全組合（業
態別事業所）平均値を100とした場合の相対値を
高い順に並べて5等分し、5段階評価で示す

経年変化を、全組合（業態別事業所）の
平均値を100とした場合の相対値を示す
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図表６●医療費の状況

１人当たり医療費を表示
また、各組合の性・年齢構成を考慮し算出した、性・
年齢補正後標準医療費の5年分の経年変化を表示

参考値として、業態平均や全組合
平均の１人当たり医療費を表示

対
象
と
な
る
全
組
合
平
均
を
1
0
0
と

し
た
場
合
の
相
対
値
（
ス
コ
ア
）
を
、医

療
費
に
つ
い
て
は
１
人
当
た
り
年
間
医

療
費
及
び
性
・
年
齢
補
正
後
標
準
医
療

費
の
推
移
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

⑵
各
項
目
の
参
考
デ
ー
タ

・
全
体
の
中
で
の
立
ち
位
置

　

全
組
合
や
同
業
態
に
お
け
る
自
組
合

の
相
対
的
な
立
ち
位
置
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
作
成
対
象
と
な
る
全
組
合
平

均
や
業
態
平
均
、
業
態
の
ス
コ
ア
を
５

等
分
し
た
う
ち
の
ど
の
段
階
か
を
表
示

し
ま
す
。

・
目
標
値

　

保
険
者
及
び
事
業
主
等
に
よ
る
予

防
・
健
康
づ
く
り
や
業
態
全
体
で
の
取

組
を
一
層
促
す
た
め
、「
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
実
施
率
」
及
び
「
生
活
習

慣
」
に
つ
い
て
は
５
段
階
評
価
に
お
い

て
、
ス
コ
ア
の
向
上
に
必
要
な
人
数
を
表

示
し
ま
す
。

・
経
年
変
化

　

中
長
期
的
な
取
組
成
果
や
健
康
リ
ス

ク
・
課
題
を
見
え
る
化
す
る
た
め
、
過
去

３
年
分
の
デ
ー
タ
を
示
し
ま
す
。

　

な
お
、事
業
主
単
位
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
2
0
2
0
年
度
の
特
定
健
診
等

デ
ー
タ
よ
り
事
業
主
単
位
化
が
可
能
と

な
る
た
め
、初
年
度
は
過
去
デ
ー
タ
は
表

示
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑶
デ
ー
タ
の
表
示
基
準

　

デ
ー
タ
の
表
示
基
準
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

・「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
」は
、
全
て
表
示

・「
健
康
状
況
・
生
活
習
慣
」は
、
対
象

と
な
る
被
保
険
者
数
が
50
名
未
満
の

場
合
は
非
表
示

コ
ラ
ム
の
作
成

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

各
保
険
者
に
お
け
る
実
施
状
況
や
健
康

状
況
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
健
康
に
役
立
つ
情
報
を
「
コ
ラ

ム
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
の
「
コ
ラ

ム
」
に
つ
い
て
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま

す
。（
参
考
・
コ
ラ
ム
サ
ン
プ
ル
）

　

本
コ
ラ
ム
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

「
肥
満
リ
ス
ク
と
生
活
習
慣
病
の
罹
患

率
」
に
つ
い
て
、支
払
基
金
が
保
有
し
て

い
る
統
計
情
報
を
用
い
て
相
関
関
係
を

見
て
み
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
は
特
定
健
診
の
2
0
2
0
年
度

実
績
で
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ラ
ム
で
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は
2
0
1
9
年
度
実
績
を
用
い
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、肥
満
リ
ス
ク
保
有
者
に
つ
い
て

は
、
保
険
者
ご
と
の
「
腹
囲
：
男
性
85

㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
ま
た
は
Ｂ
Ｍ

Ｉ
：
25
㎏
/
㎡
以
上
」
に
該
当
す
る
人

数
の
実
績
か
ら
割
合
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
代
表
的
な
生
活
習
慣
病
と
言

わ
れ
る
「
高
血
圧
症
」・「
脂
質
異
常
症

（
高
脂
血
症
含
む
）」・「
糖
尿
病
」
に
つ

い
て
、
当
該
傷
病
名
が
記
録
さ
れ
て
い

る
電
子
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
抽
出
し
ま

し
た
。
当
該
3
傷
病
に
つ
い
て
は
、
特

定
健
診
受
診
時
の
服
薬
歴
に
関
す
る
問

診
項
目
で
あ
る
「
血
圧
を
下
げ
る
薬
」、

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬
」、「
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
又
は
血
糖
を
下
げ
る
薬
」

と
の
関
係
性
が
高
い
こ
と
か
ら
選
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
情
報
か
ら
の
デ
ー
タ

抽
出
に
当
た
っ
て
は
、
2
0
1
9
・

2
0
2
0
年
度
の
２
年
間
に
複
数
の
医

療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も

１
患
者
単
位
に
集
約
し
た
上
で
、一
人
の

患
者
が
「
3
傷
病
に
罹
患
」、「
2
傷
病

に
罹
患
」、「
1
傷
病
の
み
罹
患
」
し
た

ケ
ー
ス
ご
と
に
分
類
し
、重
複
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
集
計
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
匿
名
化
情
報
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
特
定
健
診
と
電
子
レ

セ
プ
ト
の
紐
付
け
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、保

険
者
単
位
で
算
出
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
が
図
表
７
の

と
お
り
で
す
。

　

肥
満
リ
ス
ク
保
有
者
割

合
を
保
険
者
別
に
見
る
と

30
〜
40
％
台
が
大
多
数
と

な
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
保

有
者
数
全
体
の
96
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
傷
病
の
罹

患
率
に
つ
い
て
は
、
１
傷

病
の
み
が
27
・
9
％
、２
傷

病
が
16
・
1
％
、
３
傷
病
が

6
・
7
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

階
層
化
し
た
肥
満
リ
ス

ク
保
有
率
と
の
相
関
を
見

る
と
、
グ
ラ
フ
で
も
示
し

て
い
る
と
お
り
、
肥
満
リ

ス
ク
保
有
者
が
多
い
保
険

者
ほ
ど
生
活
習
慣
病
の
罹

患
率
も
高
い
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。　

　

肥
満
リ
ス
ク
を
下
げ
る

た
め
の
取
組
を
行
う
と
と

10%台 20%台 30%台
（肥満リスク保有者の割合）

（
生
活
習
慣
病
罹
患
率
）

40%台 50%台 60%以上

80.0%

60.0%

40.0%

20.0%

0%

75.0%
13.5%

24.8%

36.7%

10.9%

23.5%

34.5%

7.4%

17.2%

28.5%

6.1%
15.2%

27.3%

5.1%
13.6%

27.1%

2.6%
8.7%

23.5%

68.9%

53.1%48.6%45.9%
34.8%

■ 1傷病罹患率　■ 2傷病罹患率　
■ 3傷病罹患率

代表的な生活習慣病といわれる高血圧症・脂質
異常症・糖尿病について、電子レセプトから罹患
率を推計したところ、肥満リスク保有者の割合が
高い組合ほど、生活習慣病の罹患率が高い傾向
がみられます。
肥満リスクを下げ、生活習慣病を予防しましょう。

肥満リスクを下げ、
生活習慣病を予防しましょう！

参考 肥満リスク保有者の割合別　生活習慣病罹患率

1＝2+3 2 3 4＝5 ～ 7 5 6 7 8＝4/1 9＝5/1 10＝6/1 11＝7/1

保険者別
肥満リスク

保有率
計

生活
習慣病
罹患者

計

生活
習慣病
罹患率

計

肥満
リスク
保有者

肥満
リスク
保有者
以外

1傷病
罹患者

2傷病
罹患者

3傷病
罹患者

1傷病
罹患率

2傷病
罹患率

3傷病
罹患率

万人 万人 万人 万人 万人 万人 万人
10％台 0.4 0.1 0.3 0.1 0.1 0.0 0.0 34.8% 23.5% 8.7% 2.6%
20％台 40.4 11.2 29.2 18.5 11.0 5.5 2.1 45.9% 27.1% 13.6% 5.1%
30％台 629.5 227.8 401.7 306.0 171.6 95.8 38.6 48.6% 27.3% 15.2% 6.1%
40％台 532.7 229.4 303.3 282.8 152.0 91.6 39.2 53.1% 28.5% 17.2% 7.4%
50％台 16.9 8.8 8.1 11.7 5.8 4.0 1.8 68.9% 34.5% 23.5% 10.9%

60％以上 0.3 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.0 75.0% 36.7% 24.8% 13.5%
計 1,220.2 477.5 742.7 619.3 340.5 197.0 81.8 50.8% 27.9% 16.1% 6.7%

図表７●肥満リスク保有者の割合別　生活習慣病罹患率

※保険者別肥満リスク保有率は、保険者単位で次のとおり算出し階層化	
　保険者別肥満リスク保有率＝（特定健診受診者のうち肥満リスク保有者数）/（特定健診受診者のうち肥満リスクに係る項目の記録があった者の総数）
※人数については万人単位で表示しているが、罹患率は人単位で算出

コラムサンプル
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現状の見える化
（全組合平均等との比較）

問
題
意
識
の
共
有

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進

企業・各省庁
地方公共団体

健保組合
共済組合

健康スコアリングレポート

データヘルス・ポータルサイト

健康課題の共有
（詳細なデータ分析）

推進体制の構築

役割分担による
対策の実行

取組の評価・改善

予防・健康づくりの取組の活性化

も
に
、若
年
層
か
ら
肥
満
を
予
防
す
る
啓

発
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
「
コ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
も
保

有
す
る
統
計
情
報
を
活
用
し
、
保
険
者

や
事
業
主
の
健
康
課
題
解
決
に
役
立
つ

参
考
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
す
。

問
題
意
識
の
共
有
と

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
推
進

（
図
表
８
）

　

今
般
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
あ
る
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
を
事
業
主
単
位
に
作
成
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
早
期
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

健
康
課
題
の
共
有
と
対
策
の
早
期
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
保
組
合
と
企
業
で
従
業

員
等
の
健
康
増
進
の
施
策
を
議
論
す
る

場
の
設
置
」、「
就
業
時
間
中
の
保
健
指

導
実
施
の
許
可
や
被
扶
養
者
へ
健
診
受

診
案
内
」、「
受
動
喫
煙
を
含
め
た
喫
煙

対
策
」
な
ど
、
保
険
者
と
企
業
が
積
極

的
に
連
携
し
、
明
確
な
役
割
分
担
と
良

好
な
職
場
環
境
の
も
と
、
加
入
者
の
予

防
・
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
・
効
率
的

図表８●問題意識の共有とコラボヘルスの推進

に
実
行
す
る
「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
」
を
推

進
し
、
従
業
員
が
保
健
事
業
に
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
え
促
す
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
従
業
員
に
対
す
る
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
取
組
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支
払
基
金
に
お
け
る

今
後
の
取
組

　

各
保
険
者
の
加
入
者
の
健
康
状
況
や

生
活
習
慣
等
の
ア
ウ
ト
カ
ム
デ
ー
タ
に

つ
い
て
経
年
か
つ
全
国
規
模
で
比
較
し
、

自
組
織
の
立
ち
位
置
を
把
握
す
る
鍵
と

な
る
の
が
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
企
業
と
保
険
者
が

自
組
織
の
健
康
課
題
や
中
長
期
的
な
取

組
状
況
を
共
有
し
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
に

よ
る
対
策
の
実
行
や
健
康
経
営
の
さ
ら

な
る
推
進
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
保
険
者
機
能
の
強
化
の
支
援
に
向

け
て
支
払
基
金
と
し
て
も
効
果
的
な
情

報
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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―
―
令
和
4
年
3
月
健
康
ス
コ
ア
リ
ン

グ
レ
ポ
ー
ト
の
提
供
開
始
に
係
る
シ
ス

テ
ム
開
発
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
作
成

業
務
を
厚
生
労
働
省
か
ら
受
託
す
る
こ

と
と
な
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
に
レ
ポ
ー

ト
作
成
機
能
を
追
加
す
る
開
発
を
令
和

２
年
度
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
は
平

成
30
年
度
か
ら
既
に
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力

し
た
数
値
が
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト

の
数
値
と
同
値
に
な
る
か
試
験
を
実
施

し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
た

め
、
日
々
、
厚
生
労
働
省
と
仕
様
調
整

を
行
い
、
ま
た
、
委
託
ベ
ン
ダ
と
実
現

可
否
確
認
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
し

な
が
ら
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
苦

労
し
ま
し
た
。

　

2
年
弱
の
開
発
期
間
を
経
て
、
令
和

3
年
11
月
に
シ
ス
テ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
が
、
支
払
基
金
に
保
険
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
令
和
２
年
度
分
特
定
健
診

等
実
績
報
告
の
顕
名
デ
ー
タ
を
使
用
す

る
こ
と
、
ま
た
、
初
め
て
運
用
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
も
含
め
不
安
は
あ

り
ま
し
た
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
大
き
な
問
題
は

発
生
し
て
い
な
い
た
め
安
心
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
３
月
末
に
無
事
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
関
係
各
所

と
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
に
は
次
の
第
４

期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
が
開
始

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
行
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
検
証
も
行
っ

て
い
ま
す
。

―
―
保
険
者
単
位
に
加
え
て
事
業
主
単

位
で
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
が
、ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
ま
す

か
　

令
和
２
年
度
分
特
定
健
診
等
実
績
報

告
か
ら
、
被
保
険
者
等
の
資
格
情
報
を

匿
名
化
し
な
い
「
顕
名
デ
ー
タ
」
を
提

出
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
主

に
事
業
所
を
表
す
「
被
保
険
者
証
等
記

号
」
の
デ
ー
タ
を
収
集
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
者

単
位
に
加
え
て
事
業
主
単
位
の
健
康
ス

コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で

社
会
的
使
命
を
担
う

支払基金改革
ただ今奮闘中

特
定
健
診
等
実
績
報
告
に
係
る
制
度
変

更
と
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ

ム
の
本
格
稼
働
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
で
の
特
定
健
診
情
報
の
閲
覧
等
の
開

始
と
時
期
が
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
保

険
者
の
方
々
か
ら
問
合
せ
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
正
し
い
実
績
デ
ー
タ
を

国
に
報
告
す
る
こ
と
、
正
し
い
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
保
険
者
か

ら
正
し
い
特
定
健
診
等
実
績
報
告
デ
ー

タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
の
で
、
問
合
せ
対
応
は
丁
寧
に
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
者
に
正
し
い
デ
ー
タ
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
事
業
所

の
実
態
に
即
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
で
き
あ

が
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
月
刊
基
金
10

月
号
に
「
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
状

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
業
務
に
携
わ
っ
た
、
基
金
本
部
分
析
評
価
部
統
計
情
報
課
の
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
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況
結
果
報
告
に
関
す
る
ご
案
内
」
を
掲

載
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

―
―
支
払
基
金
が
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
担

う
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　

こ
れ
ま
で
の
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
は
、
国
の
Ｎ
Ｄ
Ｂ
に
既
に
格
納

さ
れ
て
い
る
レ
セ
プ
ト
・
特
定
健
診
等

デ
ー
タ
を
用
い
て
作
成
さ
れ
て
い
た
た

め
、
特
定
健
診
等
実
績
報
告
か
ら
レ
ポ

ー
ト
提
供
ま
で
約
１
年
の
期
間
を
要
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
よ
り
保
険
者
か
ら

支
払
基
金
に
提
出
さ
れ
た
実
績
報
告
デ

ー
タ
を
直
接
集
計
し
て
作
成
す
る
た
め
、

レ
ポ
ー
ト
提
供
ま
で
の
期
間
を
半
年
程

度
前
倒
し
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
事
業
主
単
位
レ
ポ
ー
ト
は
、

特
定
健
診
等
の
顕
名
デ
ー
タ
を
預
か
る

支
払
基
金
に
し
か
担
う
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
保
険
者
に
事

業
主
マ
ス
タ
を
作
成
い
た
だ
き
、
厚
生

労
働
省
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
当
該
マ
ス
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
取
り

込
み
、
特
定
健
診
等
実
績
報
告
デ
ー
タ

に
記
録
さ
れ
て
い
る
記
号
で
振
り
分
け

を
行
う
こ
と
で
、
事
業
主
単
位
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
し
て
い

る
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
一
部
を
支
払
基

金
で
作
成
し
ま
し
た
。
支
払
基
金
の
持

つ
統
計
情
報
を
活
用
し
、
保
険
者
や
事

業
主
の
健
康
課
題
解
決
に
役
立
つ
参
考

情
報
を
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

―
―
今
後
の
取
組
や
展
望
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

　

今
回
提
供
す
る
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
P
D
F
フ
ァ

イ
ル
で
の
提
供
と
な
り
ま
す
。
保
険
者

や
事
業
主
の
方
々
が
行
う
コ
ラ
ボ
ヘ
ル

ス
や
健
康
経
営
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ

の
利
活
用
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
将

来
的
に
は
P
D
F
で
の
レ
ポ
ー
ト
と
併

せ
て
デ
ー
タ
も
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
の
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
法
改
正
に
よ
り
、
支
払
基
金
が

実
施
で
き
る
新
た
な
業
務
と
し
て
、「
レ

セ
プ
ト
・
特
定
健
診
等
情
報
そ
の
他
の

国
民
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の

増
進
に
資
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及

び
分
析
等
に
関
す
る
業
務
」
が
追
加
さ

れ
、
令
和
２
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
提

供
す
る
共
通
の
評
価
指
標
も
重
要
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
や
事
業
主
が

抱
え
る
個
々
の
健
康
課
題
を
独
自
に
分

析
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
や
、
レ

セ
プ
ト
デ
ー
タ
も
加
え
た
上
で
分
析
し

た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
提
供
等
、
支
払
基

金
だ
か
ら
こ
そ
実
現
可
能
な
サ
ー
ビ
ス

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
ク
リ
ア
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
が
い
く
つ
も
あ
る
た
め
、

現
状
で
は
な
か
な
か
難
し
い
と
も
考
え

て
い
ま
す
が
、
保
険
者
や
事
業
主
が
進

め
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
組
に
「
よ
り

良
い
も
の
・
付
加
価
値
の
あ
る
も
の
」

を
提
供
し
て
貢
献
す
る
た
め
に
、
担
当

と
し
て
は
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
新
た
な
可
能
性
を
模
索
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　　　　　　 武田さん　　　　　　　　　　　大角さん

分析評価部　統計情報課
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Topics

　

支
払
基
金
で
は
、
日
々
の
業
務
に
お

い
て
個
人
の
医
療
情
報
を
含
む
レ
セ
プ

ト
情
報
や
資
格
情
報
を
含
む
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
情
報
等
、
機
微
に
触
れ
る

情
報
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
膨
大
な
情
報
や
シ

ス
テ
ム
を
近
年
の
高
度
化
・
巧
妙
化
し

続
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
か
ら
守
り
、
万

が
一
ウ
イ
ル
ス
検
知
等
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
場

合
で
あ
っ
て
も
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
、
支
払
基
金
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

専
門
的
に
扱
う
部
署
の
設
置

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
と

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発

生
時
の
迅
速
な
対
応
を
目
的
に
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
専
門
的
に
扱
う

部
署
（
現
シ
ス
テ
ム
部
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
課
）
を
平
成
29
年
4
月
に
設
置
し
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
課
で
は
、「
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」（
以
下
「
ポ

リ
シ
ー
」
と
い
う
。）
を
は
じ
め
と
す
る

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
関
係
規
程
の

整
備
、
役
職
員
等
へ
の
教
育
訓
練
の
実

施
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
広

報
誌
の
作
成
、
シ
ス
テ
ム
や
通
信
に
関

す
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
、
外

部
の
専
門
機
関
に
よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
監
査
の
実
施
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
へ
の
対
応
等
の
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
高
度
な
知
見
を
持
つ
専
門
家
を
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者
（
イ
ン
シ
デ
ン

ト
担
当
）
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
規
定
の
整
備

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
に

基
づ
き
国
の
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政

法
人
等
が
準
拠
す
る
「
政
府
機
関
等
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た
め

の
統
一
基
準
群
」
を
反
映
し
た
ポ
リ

シ
ー
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
の
格
付
の
定
義
や
取
扱

制
限
等
の
具
体
的
な
実
施
手
順
を
定
め

た
「
情
報
取
扱
手
順
書
」
等
の
各
種
手

順
書
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
役
職

員
が
業
務
処
理
を
行
う
際
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体

的
対
策
や
手
順
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
業
務
上
取
り
扱
う
レ
セ
プ
ト
情
報
や
資
格
情
報
等
を
、

日
々
、
高
度
化
・
巧
妙
化
し
続
け
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
か
ら
守
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
支
払
基
金
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
体
制
、
保

険
医
療
機
関
・
保
険
薬
局
や
保
険
者
と
情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
代
表
的
な

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
仕
組
み
、
在
宅
審
査
等
の
実
施
に

向
け
た
取
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

支払基金の
情報セキュリティ対策

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
取
組
の
概
要
紹
介
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Topics

で
は
、
ポ
リ
シ
ー
へ
の
準
拠
性
監
査
を

行
う
と
と
も
に
、
外
部
接
続
シ
ス
テ
ム

へ
の
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
※
１

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
に
お
け
る

指
摘
事
項
を
受
け
て
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
１　

ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
…
脆
弱
性
の

有
無
の
確
認
、
外
部
か
ら
の
侵
入
が
成
功
し
た

想
定
で
の
攻
撃
テ
ス
ト
等

●
役
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
意
識
向
上
の

た
め
の
取
組

　

全
て
の
役
職
員
等
を
対
象
に
問
題
集

や
自
己
点
検
シ
ー
ト
に
よ
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
教
育
及
び
訓
練

や
ポ
リ
シ
ー
へ
の
理
解
度
の
把
握
を
定

期
的
に
実
施
し
、
職
員
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
認
識
度
を
把
握
し
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
特
定

の
組
織
を
狙
う
標
的
型
攻
撃
メ
ー
ル
に

対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
面
で
は
、
多
重
防

御
に
よ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

行
う
一
方
で
、
人
的
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
の
た
め
に
、
役
職
員
が
不
審
メ
ー
ル

　

医
療
保
険
制
度
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
関
係
機
関
で
や
り
取
り
す
る

た
め
、
関
係
機
関
等
の
み
が
接
続
で
き

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
閉
域
網
）
を
構

築
・
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
閉
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
が
利
用
す
る
各
種

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、「
政
府
機
関

等
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

た
め
の
統
一
基
準
群
」、「
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
第
5
・
1
版
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
及
び
健
康
保
険
組
合
に
対
す
る

社
会
保
険
手
続
き
に
係
る
電
子
申
請
シ

ス
テ
ム
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
、
国
が
定
め
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
応
し
た
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
3
年
1
月
に
各
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ

ウ
ド
化
し
た
際
に
も
、
こ
れ
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
照
ら
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ

デ
ン
ト
に
対
応
す
る
体
制
の

整
備

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト

が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
の
組
織
で
あ
る
「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｔ

（
シ
ー
サ
ー
ト Com

puter Security 
Incident Response T

eam

）」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト

発
生
時
の
対
応
手
順
で
あ
る
「
緊
急
時

対
応
計
画
」
等
の
規
定
を
整
備
し
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
発

生
ま
た
は
発
生
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
専
門
家

で
あ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者

（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
担
当
）
の
指
揮
の
も

と
に
厚
生
労
働
省
等
関
係
方
面
と
も
連

携
し
、
迅
速
に
対
応
に
当
た
る
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め

の
取
組

　

外
部
の
専
門
機
関
に
よ
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
を
実
施
し
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
効
性
を
担
保
し

て
い
ま
す
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査

を
受
信
し
た
場
合
で
も
適
切
な
対
応
を

行
え
る
よ
う
、
定
期
的
に
、
標
的
型
攻

シ
ス
テ
ム
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
へ
の
取
組

撃
メ
ー
ル
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

関連文書の全体像 名称 作成主管

政府機関等のサイバーセキュリティ対策のための統一規範

医療情報システムの安全管理に関するガイドライン第 5.1 版

政府機関等のサイバーセキュリティ対策のための統一基準
オンライン資格確認等、レセプトのオンライン請求及び健康保険
組合に対する社会保険手続きに係る電子申請システムに係るセ
キュリティに関するガイドライン

セキュリティポリシー等

実施手順（マニュアル等）

支払基金

内閣サイバーセキュリティセンター

厚生労働省

厚生労働省

支払基金

内閣サイバーセキュリティセンター

月刊基金 March 202213



Topics

テ
ィ
対
策
の
確
認
及
び
検
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
欠
陥
が
生
じ
な
い

よ
う
、
内
部
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
更
新
や
最
新
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
動
向
を
踏
ま
え
た
対
策
を
行
う
等
、

適
切
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
施

す
こ
と
で
、
情
報
の
漏
え
い
や
改
ざ
ん

の
発
生
防
止
に
取
り
組
み
、
利
用
者
の

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
支
払
基
金
の
シ
ス

テ
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
安
全
な
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
項
か
ら
、
各
シ
ス
テ
ム
の
概
要

と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ

ム
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
は
、
保

険
医
療
機
関
・
保
険
薬
局
と
支
払
基
金
、

保
険
者
と
支
払
基
金
の
間
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
診
療
（
調
剤
）
報

酬
等
に
係
る
情
報
の
授
受
を
行
う
シ
ス

テ
ム
で
、
レ
セ
プ
ト
情
報
と
い
う
機
密

性
の
高
い
個
人
情
報
を
や
り
取
り
す
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
運
用
と

情
報
漏
え
い
の
防
止
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
で
は
、

た
上
で
、
最
新
パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
を

適
用
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
ス
キ
ャ
ン
及

び
定
期
的
な
フ
ル
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
検
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
証
跡
管
理
を
目
的
と
し
て
、

端
末
の
利
用
履
歴
等
を
記
録
し
た
監
査

ロ
グ
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ

ス
テ
ム
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
よ

り
、
患
者
の
資
格
情
報
を
自
動
で
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
保
険
医
療
機
関
・
保
険
薬
局
の
作

業
を
減
ら
す
こ
と
や
、
資
格
喪
失
等
に

よ
る
返
戻
レ
セ
プ
ト
を
減
ら
す
こ
と
な

ど
、
保
険
医
療
制
度
の
事
務
作
業
軽
減

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

（
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
、

薬
剤
情
報
閲
覧
機
能
、
特
定
健
診
情
報

閲
覧
機
能
及
び
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
に

関
わ
る
シ
ス
テ
ム
）
に
関
す
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
盗
聴
の
脅
威
へ

の
対
策
と
し
て
、
デ
ー
タ
通
信
を
暗
号

化
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
証
明
書
に
よ
る

認
証
に
よ
り
、
I
P
ア
ド
レ
ス
を
偽
造

し
た
端
末
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
接
続
許

可
さ
れ
て
い
な
い
端
末
の
不
正
接
続
と

い
っ
た
、
不
正
機
器
の
接
続
の
脅
威
に

対
す
る
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
正
ロ
グ
イ
ン
へ
の
対
策
と

し
て
は
、
複
雑
な
パ
ス
ワ
ー
ド
や
二
要

素
認
証
※
２
、
特
権
I
D
※
３
の
利
用
制

限
、
直
接
ロ
グ
イ
ン
可
能
な
共
用
利
用

ア
カ
ウ
ン
ト
の
廃
止
な
ど
の
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
不
正
ア
ク
セ

ス
・
不
正
侵
入
脅
威
対
策
と
し
て
は
、

許
可
し
た
ユ
ー
ザ
以
外
か
ら
の
通
信
の

遮
断
、
使
用
し
な
い
ポ
ー
ト
の
遮
断
、

利
用
し
な
い
O
S
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
な

ど
に
加
え
、
O
S
、
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
脆
弱
性
ス
キ
ャ

ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
の
適
用
、

I
D
S
/
I
P
S
※
４

の
導
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
２　

二
要
素
認
証
…
知
識
認
証
（
パ
ス
ワ
ー
ド

等
）、
所
有
物
認
証
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
カ
ー
ド

等
）、
生
体
認
証
（
指
紋
認
証
等
）
の
う
ち
2
つ

の
要
素
を
用
い
て
ユ
ー
ザ
を
認
証
す
る
仕
組
み

※
３　

特
権
I
D
…
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
構
成
の

変
更
な
ど
を
行
う
特
別
な
権
限
を
持
つ
I
D

※
４　

Ｉ
Ｄ
Ｓ
／
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
侵
入
検
知
・
防
御
シ

ス
テ
ム
）
…
不
正
ま
た
は
異
常
な
通
信
を
検
知

し
、
防
御
・
遮
断
す
る
シ
ス
テ
ム

不
正
利
用
や
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め

電
子
証
明
書
を
用
い
た
電
子
認
証
、

ユ
ー
ザ
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
認

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
問
題
が

発
生
し
た
際
の
迅
速
な
調
査
と
解
決
を

目
的
と
し
た
送
信
及
び
受
信
ロ
グ
の
保

管
、
不
正
ア
ク
セ
ス
を
防
止
す
る
た
め

の
監
視
を
行
い
、
レ
セ
プ
ト
情
報
等
は

デ
ー
タ
通
信
を
暗
号
化
し
た
上
で
授
受

す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

●
医
療
保
険
者
等
向
け
中
間

サ
ー
バ
ー
等
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

　

医
療
保
険
者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
ー

等
で
は
、
医
療
保
険
分
野
で
あ
る
加
入

者
の
資
格
情
報
、
給
付
情
報
等
を
保
有

し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し

た
外
部
機
関
か
ら
の
照
会
に
対
し
情
報

の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
者
等
の
利
用
者
が
中
間

サ
ー
バ
ー
に
接
続
す
る
際
に
使
用
す
る

統
合
専
用
端
末
に
関
し
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
保
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る

技
術
的
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
策
と
し
て
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
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Topics
　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
当
た
っ
て
、
保
険
医
療
機

関
・
保
険
薬
局
及
び
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ

に
対
し
、
実
施
す
べ
き
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
実
装
例
を
示
し
て
お
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
・
保
険
薬

局
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
確
認
端
末
に
つ
い
て
は
、

W
i
n
d
o
w
s
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ

ッ
チ
の
定
期
的
な
適
用
、
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
、
二
要
素
認

証
や
生
体
認
証
、
複
雑
で
長
い
パ
ス
ワ

ー
ド
の
導
入
、
使
用
で
き
る
U
S
B
機

器
の
制
限
、
実
行
可
能
な
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
で
制

限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の
改
ざ
ん

及
び
漏
え
い
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
3
年
10
月
か
ら
令
和
4
年
8
月

ま
で
の
11
か
月
間
、群
馬
支
部
に
お
い
て

在
宅
審
査
及
び
在
宅
審
査
事
務
の
試
行

的
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
セ
プ
ト
に
は
、
患
者
が
保
険
医
療

機
関
に
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
受
診
し
、
ど

の
よ
う
な
治
療
を
受
け
て
い
る
か
が
記
録

さ
れ
て
お
り
、非
常
に
機
微
な
個
人
情
報

を
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
漏
え
い

防
止
の
対
策
を
行
う
こ
と
は
、在
宅
審
査

や
在
宅
審
査
事
務
を
実
現
す
る
上
で
、避

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。

　

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
情
報
漏
え

い
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、閉
域
網
を

利
用
し
た
通
信
経
路
を
使
用
し
た
上
で
、

在
宅
審
査
や
在
宅
審
査
事
務
で
使
用
す

る
端
末
に
つ
い
て
は
、電
子
レ
セ
プ
ト
の

患
者
氏
名
等
を
マ
ス
キ
ン
グ
し
、
デ
ー

タ
保
存
や
出
力（
U
S
B
メ
モ
リ
へ
の
書

き
込
み
等
）
が
で
き
な
い
仕
組
み
と
す
る

こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
物
理
的
・
技
術
的
対
策
だ
け
で

な
く
、在
宅
審
査
や
在
宅
審
査
事
務
を
実

施
す
る
場
所
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
の

ぞ
き
見
へ
の
対
策
を
行
う
旨
を
ポ
リ

シ
ー
に
記
載
し
、人
的
対
策
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

在
宅
審
査
と
在
宅
審
査
事
務
の
実
施
に
向
け
た
取
組

・中間サーバー
・オンライン資格確認
・薬剤情報閲覧
・特定健診情報閲覧
・レセプト振替

・オンライン請求
ネットワーク
回線

ネットワーク回線

ネットワーク
回線

医療機関等 医療保険者等

支払基金

最
後
に

　

こ
の
よ
う
に
、
支
払
基
金
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
物
理
的
・
人
的
・
技
術
的
対
策
を

通
し
て
、
日
々
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、一
方
で
組
織

を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
年
々
そ
の

脅
威
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
事
業
運
営
を

行
う
上
で
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
、関

係
方
面
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
専
門
家
等
と
も
迅
速
か
つ
緊
密
に
連

携
し
つ
つ
、最
新
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
取
り
入
れ
、安
心
で
安
全
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

特
段
の
き
っ
か
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

埒
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周
り
の
同
級
生

に
感
化
さ
れ
て
受
験
し
ま
し
た
。
鳥
取
大

学
医
学
部
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
ん
で
医

学
博
士
を
修
め
ま
し
た
。
そ
の
間
も
含
め
、

山
陰
地
方
を
中
心
に
公
立
公
的
病
院
を

転
々
と
し
ま
し
た
。
病
院
で
は
、
非
常
に

厳
し
い
こ
と
で
有
名
で
し
た
が
、
黙
っ
て

懸
命
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の

そ
れ
ぞ
れ
が
大
成
し
て
重
職
に
つ
い
て
い

る
こ
と
は
何
事
に
も
代
え
難
く
思
っ
て
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
に
退
職
し
、
そ
の
後
、

支
払
基
金
鳥
取
支
部
で
医
療
顧
問
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

専
門
は
整
形
外
科
と
リ
ウ
マ
チ
で
す
。

選
ん
だ
理
由
は
整
形
外
科
教
室
の
先
輩
に

可
愛
が
ら
れ
た
こ
と
と
、
不
遜
に
も
患
者

の
死
に
立
ち
会
う
機
会
が
少
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

現
実
は
骨
転
移
の
末
期
が
ん
の
患
者
を
担

当
す
る
こ
と
が
多
く
、
死
に
直
面
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

―
―
座
右
の
銘
は

　
「
吾わ
れ
た
だ
た
る
を
し
る

唯
足
知
」
と
い
う
言
葉
で
す
ね
。

石
庭
で
有
名
な
京
都
の
龍
安
寺
の
茶
室
に

連
な
る
庭
に
蹲つ
く

踞ば
い

が
あ
り
ま
す
。
蹲
踞
と

は
手
水
鉢
の
こ
と
で
す
が
、
中
央
に
四
角

く
水
を
溜
め
る
穴
が
あ
り
、
そ
れ
を
「
口く
ち

」

に
見
立
て
、
周
囲
に
時
計
回
り
に
「
五
」

「
隹
」「
疋
」「
矢
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
口
」
を
付
け
て
読
ん
で
み
る
と
、「
吾
唯

足
知
」
と
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
若
か
っ
た
頃
に
訪
れ
て
、
じ
っ
と

眺
め
て
い
た
ら
胸
に
ス
ト
ン
と
落
ち
ま
し

た
。「
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
知

る
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
当
時
少
し
悩

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
な
る
ほ
ど
と

感
じ
た
の
で
す
ね
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と
は

　

県
立
病
院
に
い
た
の
で
県
や
保
健
所
と

も
一
緒
に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

う
い
っ
た
非
常
事
態
の
と
き
に
虚
を
突
か

れ
た
感
じ
で
す
ね
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
対
応

を
材
料
に
し
て
、
や
は
り
常
に
有
事
に
備

え
た
危
機
管
理
体
制
を
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
り
感
じ
た
こ
と
は

　

審
査
委
員
に
な
っ
た
当
時
は
、
今
と
違

い
紙
レ
セ
プ
ト
の
時
代
で
す
ね
。
審
査
委

員
席
の
両
脇
に
レ
セ
プ
ト
が
累
々
と
積

ま
れ
茫
然
と
し
て
い
た
ら
、
先
輩
か
ら

「
し
っ
か
り
審
査
し
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
先
輩
が
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い

た
の
で
、
こ
ち
ら
も
「
し
っ
か
り
や
ら
な

け
れ
ば
」
と
フ
ァ
イ
ト
が
沸
い
て
一
生
懸

命
審
査
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
を
見
る
と
、
他
の
医

療
機
関
の
優
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
て

き
ま
す
。「
こ
の
疾
病
に
は
、
こ
う
い
う

検
査
や
手
術
の
方
法
も
あ
る
の
だ
な
」
と

発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
勉
強
に

な
り
ま
す
。
レ
セ
プ
ト
審
査
は
新
し
い
知

識
を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
ね
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
支
払
基
金
の
全
国

47
支
部
の
中
で
鳥
取
支
部
が
一
番
小
さ
い

支
部
で
、
医
療
顧
問
も
審
査
委
員
長
の
私

が
併
任
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
小
さ
い

全
国
で
一
番
小
さ
い
支
部

組
織
一
丸
と
な
っ
て
対
応

阿
藤 

孝
二
郎　
鳥
取
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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査
請
求
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

―
―
今
後
の
医
療
保
険
制
度
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か

　

や
は
り
、
世
界
に
冠
た
る
国
民
皆
保
険

は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
高
齢
化

が
進
ん
で
保
険
財
政
も
厳
し
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
険
診
療
に
お
け
る
患
者

自
己
負
担
の
部
分
を
も
う
少
し
増
や
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
医
療
提
供
に
お
い
て
も
、
入
院

で
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
／
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
（
診
断
群
分
類

別
包
括
支
払
い
制
度
）
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
適
正
な
医
療
に
つ
な
が
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
来
に
も
包
括

払
い
制
度
を
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
公
平
な

治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
政
府
に
は
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
健
康
を
保
つ
秘
訣
は

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
が
大
事
で
、

馬
鹿
話
を
し
て
笑
う
こ
と
が
一
番
い
い
で

す
ね
。
そ
れ
か
ら
十
分
な
睡
眠
。
肉
体
面

で
は
、
朝
起
き
た
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
、

た
め
、
地
域
性
を
考
慮
し
て
各
支
部
の
裁

量
に
任
せ
た
ほ
う
が
良
い
と
こ
ろ
も
残
る

と
思
い
ま
す
。

　

診
療
科
間
の
不
合
理
な
差
異
に
関
し
て

は
、
鳥
取
支
部
は
小
規
模
で
あ
る
た
め
、

審
査
委
員
会
や
審
査
委
員
間
の
意
見
の
対

立
と
い
う
の
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
最
終

的
に
は
解
消
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う

点
で
も
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
医
療
機
関
や
保
険
者
へ
の
要
望
は

　

医
療
機
関
に
は
、
審
査
支
払
機
関
へ
の

提
出
前
に
十
分
な
レ
セ
プ
ト
点
検
を
お
願

い
し
ま
す
。
必
要
な
場
合
に
は
症
状
詳
記

の
記
載
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
、
審
査
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

傷
病
名
等
で
悩
む
よ
り
も
、
症
状
詳
記
か

ら
読
み
取
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
に
は
、
自
分
の
行
っ

た
医
療
行
為
が
す
べ
て
保
険
適
用
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
診
療

の
範
囲
内
で
の
や
り
方
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
者
に
は
、
過
去
に
原
審
ど
お
り
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
と
同
じ
内
容
の
事
例
を
、

漫
然
と
再
請
求
し
て
い
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
精
査
し
た
上
で
の
再
審

こ
と
が
、
逆
に
鳥
取
支
部
の
強
み
な
の
か

な
と
も
捉
え
て
い
ま
す
。
審
査
委
員
を
含

め
て
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
て
い

く
に
は
、
ち
ょ
う
ど
い
い
規
模
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
小
ま
め
に
動
け
る
こ
と
は
、

自
分
が
審
査
委
員
長
と
し
て
の
職
責
を
果

た
す
意
味
で
、
非
常
に
や
り
が
い
に
つ
な

が
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
員
と
の
関
係
も
緊
密
で
、
垣
根
が
な

い
と
い
う
か
、
風
通
し
が
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
質
問
も
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
す
。
疑
問
が
あ
れ
ば

先
延
ば
し
せ
ず
、
そ
の
場
に
職
員
を
呼
ん

で
解
決
し
て
し
ま
い
ま
す
。
職
員
の
得
手

不
得
手
に
つ
い
て
も
日
頃
か
ら
観
察
し
て

い
ま
す
。

　

審
査
委
員
の
先
生
方
に
は
、
全
国
47
支

部
の
中
で
鳥
取
支
部
が
ど
う
い
っ
た
立
ち

位
置
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
支
払
基
金
改
革
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
改
革
の
方
向
性
や
着
地
点
な
ど

も
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

―
―
支
部
間
や
診
療
科
間
で
の
審
査
結
果

の
不
合
理
な
差
異
の
解
消
に
つ
い
て

　

支
部
間
の
不
合
理
な
差
異
は
、
で
き
る

だ
け
解
消
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
支
部
の
歴
史
的
な
背
景
も
あ
る

筋
ト
レ
を
ほ
ぼ
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。
歩

く
こ
と
も
心
が
け
て
お
り
、
天
気
に
か
か

わ
ら
ず
支
部
の
周
り
を
30
分
ほ
ど
歩
い
て

い
ま
す
。

―
―
若
い
人
に
望
む
こ
と
は

　

１
番
目
は
「
労
を
惜
し
む
な
」、
そ
れ

か
ら
、「
目
を
外
に
向
け
て
」、「
先
輩
の

い
い
と
こ
ろ
を
盗
め
」
で
す
ね
。
ま
た
、

「
何
事
も
８
割
を
目
指
し
な
さ
い
」。
た

だ
し
、「
い
ざ
鎌
倉
」、
火
急
の
と
き
は

１
２
０
％
、
１
５
０
％
の
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
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新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が疑われる患者
に対する再診時の院内トリアージ実施料の算定について

【新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その9）】
令和2年4月8日付け厚生労働省事務連絡（抜粋）

１．外来における対応について
　新型コロナウイルス感染症であることが疑われる患者に対し、必要な感染予防策を講じた上で
実施される外来診療を評価する観点から、新型コロナウイルス感染症患者（新型コロナウイルス
感染症であることが疑われる者を含む。以下同じ。）の外来診療を行う保険医療機関においては、
当該患者の診療について、受診の時間帯によらず、診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告
示第59号。以下「算定告示」という。）B001-2-5院内トリアージ実施料を算定できることとするこ
と。なお、その際は、「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第１版」に従い、
院内感染防止等に留意した対応を行うこと。（略）

２．（略）

【新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その11）】
令和2年4月14日付け厚生労働省事務連絡（抜粋）

問５ 治療のため現に通院している患者であって、新型コロナウイルス感染症を疑う症状で受診し
たものについて、必要な感染予防策を講じた上で、当該患者の診療を行ったときには、再診
料等を算定した場合であっても、院内トリアージ実施料を算定できるか。

（答）　算定できる。

事 例

保険者からの再審査請求において
「原審どおり」となる事例の解説

　本事例は、保険者からの再審査請求において「再診時に院内トリアージ実施料の算定はいかが
か」との申出が行われた事例です。
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が疑われる患者に対する再診時の院内トリアージ実
施料の算定については、「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについ
て（その11）」（令和2年4月14日付け厚生労働省事務連絡）において、「治療のため現に通院し
ている患者であって、新型コロナウイルス感染症を疑う症状で受診したものについて、必要な感
染予防策を講じた上で、当該患者の診療を行ったときには、再診料等を算定した場合であっても、
院内トリアージ実施料 を算定できる」と示されています。
　本事例については、レセプトに記載された傷病名・診療開始日及び再診料の算定から、当該院
内トリアージ実施料は算定可能となりますので、再審査請求の申出を行う場合はご留意ください。
※「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その９）」（令和2年4月8
日付け厚生労働省事務連絡）における院内トリアージ実施料

※
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84

医科外来等感染症対策実施加算（再診料・外来診療料）

保険者からの再審査申出内容

　再診時に院内トリアージ実施料の算定はいかがか。

原審どおりとなる理由

　「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その11）」（令和2
年4月14日付け厚生労働省事務連絡）において、「治療のため現に通院している患者であって、
新型コロナウイルス感染症を疑う症状で受診したものについて、必要な感染予防策を講じた上で、
当該患者の診療を行ったときには、再診料等を算定した場合であっても、院内トリアージ実施料
を算定できる」と示されています。
　本事例については、レセプトに記載された傷病名・診療開始日及び再診料の算定から、当該院
内トリアージ実施料は算定可能となりますので、原審どおりとなります。
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令和3年度支払基金が受託している
医療費助成事業

　支払基金では、令和4年3月現在で39都道府県1,381市（区）町村が実施する医療費助成事業の審査支
払事務（被用者保険分）を受託しています。
　本年度は、新たに12都道県の市町村について、医療費助成事業の審査支払事務（被用者保険分）を受
託しました。中でも滋賀県については、令和3年4月診療分から県内全ての市町村から医療費助成事業
に係る審査支払事務（被用者保険分）の委託を受けています。
　また、31都道府県の医療費助成事業の内容変更について対応しました。

医療費助成事業に係る審査支払業務の受託状況（令和 4年 3月現在）
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主な3事業について、全市（区）町村分を受託

主な3事業について、一部事業又は一部市町村分を受託

主な3事業は未受託であるが、それ以外の事業で全市町村分又は一部市町村分を受託

未受託
※主な３事業とは、乳幼児医療・ひとり親家庭等医療・重度心身障害者医療
　それ以外の事業とは、特定疾患治療・小児慢性特定疾患治療・老人医療など

令和3年度における新規受託及び事業内容変更状況
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市町村が実施する医療費助成事業
を新たに受託した 12都道県

北海道、青森県、福島県、茨城県、千葉県、東京都、新潟県、
石川県、滋賀県、兵庫県、徳島県及び福岡県

市町村が実施する医療費助成事業
の内容変更があった 31都道府県

北海道、青森県、秋田県、茨城県、栃木県、埼玉県、千
葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、石川県、福
井県、山梨県、長野県、三重県、滋賀県、大阪府、兵庫
県、和歌山県、岡山県、広島県、徳島県、香川県、福岡県、
佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県及び鹿児島県



都道府県 市（区）
町村数

主な 3事業の受託市（区）町村数 主な 3事業以外の受託事業乳幼児医療 ひとり親家庭等医療 重度心身障害者医療

北海道 179 179 179 179 特定疾患治療、ウイルス性肝炎進行防止対策、橋本病重症
患者対策医療、小児慢性特定疾患治療

青森県 40 40 39 16 －

秋田県 25 25 25 25 －

福島県 59 42 10 14 －

茨城県 44 44 44 44 小児慢性医療、妊産婦医療

栃木県 25 25 1 3 特定疾患治療、小児慢性特定疾患治療、特定医療費

埼玉県 63 62 41 53 特定疾患治療

千葉県 54 54 54 54 －

東京都 62 62 62 62

特定疾病医療、小児慢性疾患医療、被爆者の子に対する医
療、小児精神病医療、結核一般医療 
義務教育就学児医療、精密健康診査、妊娠高血圧症候群等
医療、C型ウイルス肝炎インターフェロン医療 
大気汚染関連疾病医療、高校生等医療、精神通院医療、難
病医療

神奈川県 33 33 33 33 川崎市小児ぜん息患者、川崎市成人ぜん息患者

新潟県 30 30 30 30 妊産婦医療、老人医療

富山県 15 15 15 15 妊産婦医療、高齢者医療

石川県 19 19 11 19 小児慢性特定疾病医療

福井県 17 17 17 17 －

山梨県 27 27 27 － －

長野県 77 77 77 77 特定疾病、ウイルス肝炎

静岡県 35 － 1 1 特定疾患治療

愛知県 54 － － － 特定疾患医療給付、小児慢性特定疾患治療

三重県 29 28 27 24 －

滋賀県 19 19 19 19 65～ 74歳老人、ひとり暮らし寡婦、ひとり暮らし高齢寡
婦、精神障害者（児）

京都府 26 － － － 障害者自立支援医療、老人医療、京都市学童う歯対策

大阪府 43 43 43 43 老人医療、大阪市こども難病医療

兵庫県 41 41 41 41 特定疾患治療、高齢期移行

奈良県 39 39 39 39

和歌山県 30 30 30 30 特定疾患治療、老人医療

鳥取県 19 19 19 19 特定疾病

島根県 19 1 － － －

岡山県 27 27 27 27 －

広島県 23 23 23 23 精神障害者通院医療

徳島県 24 24 24 24 －

香川県 17 17 17 17 難病医療

高知県 34 1 1 1 －

福岡県 60 44 44 44 －

佐賀県 20 20 － － －

長崎県 21 21 1 1 被爆体験者精神影響調査研究、寡婦医療

熊本県 45 31 － － －

大分県 18 18 18 － －

宮崎県 26 26 26 26 －

鹿児島県 43 43 － － －

39都道府県
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医療費助成事業に係る審査支払業務の受託状況（令和 4年 3月 1日現在）



　支払基金では、オンライン請求を利用する保険医療機関等及び保険者等からの要望に応えて
利便性の向上を図るため、令和４年３月請求分（２月診療分）から、オンライン請求で使用す
るパソコンの基本ソフトを拡大しました。
　拡大した主なパソコンの基本ソフトとブラウザの組合せは、以下のとおりです。
　令和4年3月1日現在のオンライン請求用パソコン動作環境一覧は、次のページの表をご覧く
ださい。

　オンライン請求は、データ化された診療（調剤）報酬明細書（＝電子レセプト）を、保険医療機関等
から審査支払機関までの間及び審査支払機関から保険者等までの間を審査支払機関が構築した専用ネッ
トワークに接続して送受信する仕組みです。

（OS・ブラウザの追加）

（OS・ブラウザの追加）

オンライン請求で使用する際の
パソコン基本ソフトの種類を拡大

Windows

Linux

支払基金からのお知らせ

OS ブラウザ

Windows Server 2022 Microsoft Edge（Chromium）

Windows 10 Microsoft Edge（Chromium）

Windows 10（64bit） Microsoft Edge（Chromium）

Windows 10 IoT Enterprise 2019 LTSC（64bit） Microsoft Edge（Chromium）

Windows 10 Enterprise 2019 LTSC（64bit） Microsoft Edge（Chromium）

OS ブラウザ

Ubuntu 20.04 Mozilla Firefox 90

システムの操作等に関するお問い合わせ先

オンライン
請求システムに関する

お問い合わせ

オンライン請求システムヘルプデスク
電話：フリーダイヤル  0120-60-7210
5日から7日、11日、12日……8時から21時　休日（土曜日、日曜日および祝日）を含む
8日から10日……8時から24時　休日（土曜日、日曜日および祝日）を含む
13日から月末……9時から17時　休日（土曜日、日曜日および祝日）を除く
注記：年末年始（12月29日から1月3日）を除く

特定健診・保健指導
決済システムに関する

お問い合わせ

特定健診・保健指導決済システムヘルプデスク
電話：フリーダイヤル　0120-109-957
1日から月末……9時から17時　休日（土曜日、日曜日および祝日）を除く
注記：年末年始（12月29日から1月3日）を除く
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※１　日医標準レセプトソフトが対象。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
※２　ＰＨＣ株式会社製レセコン（Turbolinux 8 Workstation、Turbolinux 10 Desktop及びAsianux Server 4）が対象。　	 	 	 	 	  
　　  （ＰＨＣ株式会社において動作検証を実施し、オンライン請求システムの稼動を確認していることから、同ＯＳ環境に係る初期設定等パソコンの設定及び照会対応は、ＰＨＣ株式会社で行うこと。）
※３　株式会社ノーザ製レセコン（Turbolinux Client2008、Asianux Server 4及びAsianux Server 7）が対象。　（株式会社ノーザにおいて動作検証を実施し、オンライン請求システムの稼動を確認していることから、

同ＯＳ環境に係る初期設定等パソコンの設定及び照会対応は、株式会社ノーザで行うこと。）	
※４　Ｍａｃ OS X及びmacOSの場合には、動作確認が取れているJavaのバージョンを指定しています。
※５　Windows10及びWindows10（64bit)、ブラウザがInternet Explorer11に対応する「ビルド番号」は「10240」・「10586」・「14393」・「15063」・「16299」・「17134」・「17763」・「18362」・「18363」・

「19041」・「19042」・「19043」・「19044」となります。（特定健診等については「10586」・「15063」・「16299」・「17134」・「17763」・「18362」・「18363」となります。）	
（ビルド番号「10240」・「10586」はH28年3月版～H31年3月版、「14393」はH29年3月版～H31年3月版、「15063」・「16299」はH30年3月版～H31年3月版、「17134」・「17763」・
「18362」・「18363」・「19041」・「19042」・「19043」・「19044」はH31年3月版のセットアップCD-ROMが対応しています。）	

※６　Windows10及びWindows10（64bit)、ブラウザがMicrosoft Edge（EdgeHTML）に対応する「ビルド番号」は「17134」・「17763」・「18362」・「18363」となります。（ビルド番号「17134」・「17763」・
「18362」・「18363」はR2年3月版のセットアップCD-ROMが対応しています。）

※７　Windows10及びWindows10（64bit)、ブラウザがMicrosoft Edge（Chromium）に対応する「ビルド番号」は「19044」となります。（ビルド番号「19044」はR4年3月版のセットアップCD-ROMが対
応しています。）

※８　Windows10 IoT Enterprise2019 LTSC(64bit)及びWindows10 Enterprise2019 LTSC(64bit)、ブラウザがInternet Explorer11に対応する「ビルド番号」は「17763」となります。
※９　ISDNで接続する場合、別途付属品（USBシリアルケーブル及びRS232C（シリアルケーブル））が必要となります。詳しくはネットワークサポートデスク（0120-220-571）に連絡願います。
＊　 パソコンのセットアップを行う際には、対応するセットアップCD-ROMをご使用ください。

【ＯＳ・ブラウザ】○を表示しているＯＳ・ブラウザの組合せが動作環境となります。
　　　　　　　 △はメーカーサポートが終了しているＯＳです。早期の変更をご検討願います。

【CPU・メモリ】ＯＳ・ブラウザが動作する環境であれば、使用に問題なし。　【ＣＤドライブ】送（受）信用ソフトはＣＤ－Ｒのため必要。【ストレージ】OneＤriveによるオンラインストレージ下でのセッ
トアップは動作環境外となっております。

【画面解像度】1,024×768 以上推奨　【ディスク容量】送（受）信用ソフトインストール時　１GB以上推奨（保険者の場合、受信データを格納する容量が必要。1件あたり約52KB。）

オンライン請求用パソコン動作環境

令和4年３月１日現在

分　類 O　S ブラウザ

診療報酬等 特定健診等
暗号化方式変
更に伴う動作

環境対応
Web標準
技術等で
開発した
プログラ
ムの対象

利　用　者
＊対応 

セットアップ 
CD-ROM

健診等機関

保険者
＊対応 

セットアップ 
CD-ROM

平成30年1月
以降に発行

（更新）された
「電子証明書」
を用いた場合

備
考医療

機関 
（医科）

医療
機関 

（歯科）
薬局 事務

代行者 保険者 支払
基金

国保
連合会

Windows

Windows Server 2008 SP2
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H23年4月版～ ― ― ― ―

利用可能

Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―

Windows Server 2008 R2
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H23年4月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―

Windows Server 2008 R2 SP1
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ △ △ △ H26年12月版～
Internet Explorer 10.0 ― △ △ △ △ △ H25年7月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 11.0 ― △ △ △ △ △ H26年10月版～ ― ― ― ―

Windows Server 2012 R2 Internet Explorer 11.0 ― ○ ○ ○ ○ ○ H26年10月版～ ○ ○ ○ H28年12月版～
Windows Server 2016 Internet Explorer 11.0 ― ○ ○ ○ ○ ○ H29年3月版～ ― ― ― ―
Windows Server 2019 Internet Explorer 11.0 ― ○ ○ ○ ○ ○ R2年3月版 ― ― ― ―
Windows Server 2022 Microsoft Edge（Chromium） ― ○ ○ ○ ○ ○ R4年3月版 ― ― ― ―

Windows XP SP3
Internet Explorer 7.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ △ △ △ H23年1月版～
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ ― ― ― ―

Windows Vista
Internet Explorer 7.0 ― △ △ △ △ △ H20年1月版～ △ △ △ H20年3月版～
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ ― ― ― ―

Windows Vista SP1
Internet Explorer 7.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ △ △ △ H23年1月版～
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ ― ― ― ―

Windows Vista SP2
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―

Windows 7　※ 「Starter」エディ
ションを除く。

Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H22年2月版～ △ △ △ H23年1月版～
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―

Windows 7 SP1
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 10.0 ― △ △ △ △ △ H25年7月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 11.0 ― △ △ △ △ △ H26年10月版～ △ △ △ H27年7月版～

Windows 7　（64bit）
Internet Explorer 8.0 ― △ △ △ △ △ H23年4月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ ― ― ― ―

Windows 7　（64bit） SP1
Internet Explorer 9.0 ― △ △ △ △ △ H23年12月版～ △ △ △ H25年3月版～
Internet Explorer 10.0 ― △ △ △ △ △ H25年7月版～ ― ― ― ―
Internet Explorer 11.0 ― △ △ △ △ △ H26年10月版～ △ △ △ H27年7月版～

Windows 8　※「Windows RT」
を除く。 Internet Explorer 10.0 ― △ △ △ △ △ H25年7月版～ ― ― ― ―

Windows 8　（64bit） Internet Explorer 10.0 ― △ △ △ △ △ H25年7月版～ ― ― ― ―
Windows 8.1   ※「Windows RT」
を除く。 Internet Explorer 11.0 ― ○ ○ ○ ○ ○ H26年10月版～ ― ― ― ―

Windows 8.1　（64bit） Internet Explorer 11.0 ― ○ ○ ○ ○ ○ H26年10月版～ ○ ○ ○ H27年7月版～

Windows 10　
Internet Explorer 11.0 ※５ ― ○ ○ ○ ○ ○ H28年3月版～H31

年3月版  ※５ ○ ○ ○ H28年7月版～

Microsoft Edge(EdgeHTML) ※６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ R2年3月版  ※６ ― ― ― ―
Microsoft Edge（Chromium）※７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ R4年3月版  ※７ ― ― ― ―

Windows 10　（64bit）
Internet Explorer 11.0 ※５ ― ○ ○ ○ ○ ○ H28年3月版～H31

年3月版  ※５ ○ ○ ○ H28年7月版～

Microsoft Edge（EdgeHTML） ※６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ R2年3月版  ※６ ― ― ― ―
Microsoft Edge（Chromium）※７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ R4年3月版  ※７ ― ― ― ―

Windows 10 IoT Enterprise 2019 
LTSC(64bit)  
Windows 10 Enterprise 2019 
LTSC(64bit)

Internet Explorer 11.0 ※８ ― ○ ○ ○ ○ ○ H31年3月版  ※８ ○ ○ ○ H28年7月版～

Microsoft Edge（Chromium）※７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ R4年3月版  ※７ ― ― ― ―

Linux

Linux Kernel 2.6
Mozilla Firefox 2.0 ― ○※２ ― ― ― ― H20年1月版～ ― ― ― ―

利用可能

Mozilla Firefox 3.6 ― ○※２ ○※３ ― ― ― H25年7月版～ ― ― ― ―
Linux Kernel 4.6 Mozilla Firefox 3.6 ― ― ○※３ ― ― ― H29年3月版～ ― ― ― ―
Ubuntu 16.04 Mozilla Firefox 18.0.2 ― ○※１ ― ― ― ― H29年3月版～ ― ― ― ―
Ubuntu 18.04 Mozilla Firefox 18.0.2 ― ○※１ ― ― ― ― H31年3月版～ ― ― ― ―
Ubuntu 20.04 Mozilla Firefox 90 ○ ○※１ ― ― ― ― R4年3月版 ― ― ― ―

Mac

Mac OS X v10.5 Leopard Safari 4.0.2、Safari 4.0.4  
※４（Java：1.5.0_13、1.5.0_16、1.5.0_20） ― △ △ △ ― ― H22年2月版～ ― ― ― ―

利用可能

Mac OS X v10.7.5 Lion
Safari 6.0.4　※４（Java：1.7.0_17） ― △ △ △ ― ― H25年7月版～ ― ― ― ―
Safari 6.1.5　※４（Java：1.7.0_51） ― △ △ △ ― ― H26年10月版～ ― ― ― ―

Mac OS X v10.8.3 Mountain Lion Safari 6.0.4　※４（Java：1.7.0_17） ― △ △ △ ― ― H25年7月版～ ― ― ― ―
Mac OS X v10.8.5 Mountain Lion Safari 6.1.5　※４（Java：1.7.0_51） ― △ △ △ ― ― H26年10月版～ ― ― ― ―
Mac OS X v10.9.4 Mavericks Safari 7.0.5　※４（Java：1.7.0_51） ― △ △ △ ― ― H26年10月版～ ― ― ― ―
Mac OS X v10.11 El Capitan Safari 9.0 　 ※４（Java：1.8.0_60） ― △ △ △ ― ― H28年3月版～ ― ― ― ―
macOS Sierra v10.12 Safari 10.0  ※４（Java：1.8.0_101） ○ ○ ○ ○ ― ― H29年3月版～ ― ― ― ―
macOS High Sierra v10.13※９ Safari 11.0  ※４（Java：1.8.0_144） ○ ○ ○ ○ ― ― H30年3月版～ ― ― ― ―
macOS Mojave v10.14※９ Safari 12.0  ※４（Java：1.8.0_144） ○ ○ ○ ○ ― ― R2年3月版 ― ― ― ―
macOS Catalina v10.15※９ Safari 13.0  ※４（Java：1.8.0_144） ○ ○ ○ ○ ― ― R2年3月版 ― ― ― ―
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支払基金における
ダイバーシティ推進の取組

　支払基金は、基金で働く全ての職員が職業生活と家庭生活を両立できる職場環境とするため、ダイ
バーシティの推進に取り組んでいます。
　今号では、ダイバーシティ推進に関する主な取組についてご紹介します。

　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律
（女性活躍推進法）に基づき策定した「社会保険診療
報酬支払基金行動計画」（以下「行動計画」という。）
の取組について、女性職員が中心となって、女性職
員の意識の向上と効果的な人材育成を図っていくた
めに必要な検討を行い、行動計画の目標を達成する
ための取組を確実に実施していくため、平成28年10
月から女性活躍推進委員会を設置しています。
⃝女性活躍推進委員会の活動
　これまで女性活躍推進委員会では、女性の意識改
革や支部及び職域を超えたネットワーク構築を目的
に全国の女性職員を対象とした女性交流会の開催
や、男性職員が女性活躍推進に対して感じているこ
とを直接聴くための機会として、男性職員との座談
会を開催しました。
　また、育児や介護に関する制度について理解を深
め、全ての職員が制度を利用しやすい環境とするた
め、平成31年３月に「育児・介護のためのハンド
ブック」を作成し、全職員に配布しました。

⃝女性職員と女性管理職との座談会
　本年１月には、女性職員の管理職に対する意識改
革のきっかけとなるよう「女性職員と女性管理職と

の座談会」をWeb形式で開催し、全国から94名の
女性職員が参加しました。
　座談会では、神田理事長のあいさつ、女性管理職
２名からの講話、女性職員と女性管理職との意見交
換を行いました。
　支払基金の職員に占める女性の割合は50%を超え
ており、管理職に占める女性の割合は、第２回行動計
画の目標達成に向けて前進しています。
⃝今後の取組
　現在、女性活躍推進委員会では、男女ともに仕事
と育児を両立し、さらなる働きやすい環境とするた
め、全ての管理職の「イクボス宣言」の実施に取り
組んでいます。

　基金で働く全ての職員が、仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）がとれるよう、また、個々
の能力を十分に発揮できるよう、次世代育成支援対
策推進法に基づく行動計画（第６回）を策定し、設
定した目標達成に向けて取り組んでいます。

⃝研修による諸制度の周知・啓発
　階層別研修において、出産や育児に関する休暇な
どの諸制度について周知・啓発を図り、取得促進を
目指しています。

女性活躍推進法に基づく
社会保険診療報酬支払基金行動計画（第２回）

期間：令和３年４月１日から令和８年３月31日までの５年間
目標１：管理職に占める女性の割合を15％以上にする
目標２：男性の育児休業取得者の割合を50％以上にする

平成31年4月時点 令和2年4月時点 令和3年4月時点
51.9% 52.7% 53.4％

職員に占める女性の割合

※厚生労働省「女性の活躍・両立支援総合サイト」に公表している情報

平成31年4月時点 令和2年4月時点 令和3年4月時点
12.6% 12.8% 14.0％

管理職に占める女性の割合

※厚生労働省「女性の活躍・両立支援総合サイト」に公表している情報

　 平成30年度実績 令和元年度実績 令和2年度実績
男性  7.7% 13.8% 38.1%
女性 100%  100%  100%

男女別の育児休業取得率

※厚生労働省「女性の活躍・両立支援総合サイト」に公表している情報

女性活躍の推進

仕事と子育ての両立支援

24月刊基金 March 2022



⃝男性職員の育児休暇等の取得の促進
　男性職員から妻が出産したと報告を受けた上司
は、育児休暇等の制度を説明し、休暇・休業の取得
促進に努めています。
⃝くるみん認定
　次世代育成支援対策推進法に基づき策定した行動
計画の目標を達成し、一定の基準を満たした「子育
てサポート企業」として認定を受けました。
⃝トモニンマークの取得
　仕事と介護を両立できる職場環境の整備促進に取
り組む企業として、より働きやすい職場とするた
め、トモニンマークを取得しました。
⃝今後の取組
　育児・介護に関する諸制度の活用状況や休業制度
の利用者からの感想等を職員宛に紹介するなどによ

　障害者雇用は「障害者の雇用の促進等に関する法
律（障害者雇用促進法）」において、法定雇用率の
設定などにより、企業に義務付けられていますが、
支払基金は、法定雇用率の達成はもとより、企業に
おける社会的な責任として、更には必要な人材の確
保の機会であると考えています。
　支払基金は、障害の有無にかかわらず、働きやす
い職場とするために、職員全員が障害者雇用の必要
性について理解し、また、障害の種類や特性などの
基礎知識や、ともに働く上で配慮すべき事項につい
て理解を深めるため、障害者への理解促進に向けた
取組を実施しています。
　例年は、ハローワーク等の支援機関から講師を招
き「しごとサポーター養成講座」などを実施してい
ますが、近年のコロナウイルス感染症の感染防止対
策のため、令和２年度から障害者について理解を深
めるためのe-ラーニングや障害者とともに働く上で
のポイントをまとめた動画の視聴等を実施しまし
た。
⃝障害者職業生活相談員の配置
　障害者や周りの職員の仕事や人間関係に関する相

談対応及び障害者の職場環境に関する相談対応のた
めに「障害者職業生活相談員」を配置しています。
⃝障害者枠による新規採用職員募集
　平成29年度から障害者枠による新規採用職員を募
集し、毎年採用しています。
⃝法定雇用率を達成
　常用労働者が43.5人以上の事業主は、毎年６月１
日現在の障害者の雇用に関する状況を公共職業安定
所（ハローワーク）に報告する義務があります。
　本年６月１日現在、支払基金は89人の障害者を雇
用しており、民間企業に義務付けられている法定雇
用率2.3％を上回る2.5%の雇用率となっています。
⃝今後の取組
　障害者雇用の促進とともに、障害者との具体的な
コミュニケーションの取り方を周知するなど、障害
のある者とない者がともに働きやすい職場となるよ
う、理解促進の取組を継続していきます。

　支払基金は、性別や障害の有無にかかわらず、多
様な価値観を共有しながら、職員一人ひとりがその

意欲と能力に応じて活躍できる働きやすい職場づく
りに引き続き取り組んでいきます。

次世代育成支援対策推進法に基づく
社会保険診療報酬支払基金行動計画（第６回）

期間：令和２年４月１日から令和7年３月31日までの５年間
目標１：次世代育成支援の内容として定められている事項

の中で、既に導入している諸制度について、職員
に周知・啓発を図り、基金で働く全ての職員が仕
事と生活の調和がとれるよう働きやすい環境の質
的向上を目指す。

目標２：男性の育児参画を男性自身の生活改革や働き方改
革につなげるため、男性の育児休暇取得率を令和7
年度までに100％にする。

目標３：長距離（長時間）通勤の育児・介護を行っている
職員に対する負担を緩和するため、就労環境整備
について検討する。

令和元年度 令和２年度 令和3年度※

86.7% 81.8% 96.0%

妻の出産のための休暇取得率（特別休暇３日間）

※令和３年11月15日現在

令和元年度 令和２年度 令和3年度※

43.3% 40.9% 72.0％

男性職員による育児休暇取得率（特別休暇５日間）

※令和３年11月15日現在

障害者雇用の取組

これからのダイバーシティ推進

り、諸制度の啓発を促し、更なる取得促進を図って
いきます。

　 令和元年度 令和２年度 令和3年度
障害者雇用数 83人 85人 89人
障害者雇用率 2.38% 2.39% 2.50%

支払基金における障害者雇用数（各年度における6月1日現在の状況）
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エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）
～
診

断
・
治
療
の
費
用
対
効
果
研
究
の
必
要
性
～
（
大

阪
市
立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
大
阪
府
）
膠

原
病
内
科 

特
任
教
授　
根
来 

伸
夫
）

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
～
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
対
す
る

全
身
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
～
（
竜
操
整
形
外

科
病
院 

麻
酔
科 

川
崎
医
科
大
学
（
岡
山
県
） 

麻
酔
・
集
中
治
療
医
学 

特
任
教
授　
松
三 

昌

樹
）

歯
周
病
～
全
身
疾
患
と
の
関
連
に
つ
い
て
～

（
東
京
医
科
歯
科
大
学 

非
常
勤
講
師
（
歯
学
部

歯
学
科
）　
小
田　
茂
）

解
説

Q
&
A

〇
よ
く
わ
か
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
③

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
④
（
自
立
支

援
医
療
（
１
））

〇
よ
く
わ
か
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
③
（
顔
認

証
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ　
～
そ
の
技
術
と

現
状
～
）

〇
災
害
時
の
概
算
請
求
等
の
仕
組
み
に
つ
い
て

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑤
（
自
立
支

援
医
療
（
２
））

〇
よ
く
わ
か
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
④

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
よ
く
わ
か
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
④
（
パ
ス

ワ
ー
ド
管
理
）

〇
よ
く
わ
か
る
帳
票
の
見
方
（
再
審
査
等
結
果

管
理
票
）

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
よ
く
わ
か
る
Ａ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ッ
ク
⑤

〇
よ
く
わ
か
る
帳
票
の
見
方
（
再
審
査
結
果
連

絡
書
（
原
審
ど
お
り
）
／
再
審
査
等
支
払
調

整
額
通
知
票
（
補
正
・
査
定
分
）
／
再
審
査

等
支
払
調
整
額
通
知
票
（
返
戻
分
））

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑥
（
療
養
介

護
医
療
）

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑦
（
療
育
の

給
付
／
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
／
障
害
児

入
所
医
療
）

〇
よ
く
わ
か
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
⑤
（「
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
」
と
表
示
さ
れ
ま

し
た
）

〇
保
険
請
求
の
基
礎
知
識

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑧
（
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
支
援
）

〇
よ
く
わ
か
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
⑥
（
古
い

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ　
～
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の

重
要
性
～
）　

〇
よ
く
わ
か
る
帳
票
の
見
方
（
診
療
報
酬
等
請

求
内
訳
書
（
機
械
様
式
第
98
号
の
1
））

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑨
（
難
病
患

者
へ
の
医
療
支
援
）

そ
の
他

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
理
事
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

〇
新
任
支
部
長
の
紹
介

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
公
開
の

更
新

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
令
和
2
年
度
に
お
け
る
相
談
窓
口
対
応
状
況

お
客
様
の
声
か
ら

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
試
行
的

公
開
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

〇
新
任
支
部
長
の
紹
介

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
専
務
理
事
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
医
療
保
険
等
の
動
き 

マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
令
和
3
年
9
月
の
シ
ス
テ
ム
運
用
停
止
に
関

す
る
お
知
ら
せ

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
被
保
険
者
証
等
に
記
載
さ
れ
た
「
枝
番
」
の

記
録
に
つ
い
て

〇
医
療
保
険
等
の
動
き　
マ
ン
ス
リ
ー
ノ
ー
ト

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

Monthly KIKIN 第62巻　第5号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

5
May 2021

医療の現場と保険診療

糖尿病治療の現況
大津赤十字志賀病院 院長　岡本 元純

特別寄稿

支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）を公表トピックス

公費負担医療制度のしくみ 連載5回 自立支援医療（2）

Monthly KIKIN 第62巻　第6号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

6
June 2021

医療の現場と保険診療　

治療抵抗性高血圧とJSH2019
仙台市健康福祉事業団健康増進センター 所長　角田 一男

特別寄稿

令和2年度における相談窓口対応状況 お客様の声から

Monthly KIKIN 第62巻　第7号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

7
July 2021

審査事務集約に向けて 高崎オフィス始動 
　　　　　　　　  ～実証テストの答え合わせ～

社会保険診療報酬支払基金 保有資産活用基本方針トピックス１

特集1 ▶▶▶▶

令和2事業年度における事業の概況 特集2 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第62巻　第9号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

9
September 2021

審査支払新システム AI導入
審査事務集約に向けて 在宅勤務の試行的実施 トピックス

特集 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第62巻　第4号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

医療費の動向（令和2年7～9月診療分 医科・歯科・調剤）～被用者保険等分～特集 ▶▶▶▶

4
April 2021

NDB利活用にみる現状の課題と今後への期待
東北大学 災害科学国際研究所 災害医療情報学分野 准教授
東北大学病院 メディカルITセンター 　　　　　　　　　　　藤井 進

特別寄稿

トピックス１

令和3年3月全国基金審査委員長・支部長会議を開催トピックス２

審査情報提供事例（医科・歯科）を公表トピックス３

令和3事業年度社会保険診療報酬支払基金事業計画を策定
ー「支払基金改革の着実な推進」に向けてー

Monthly KIKIN 第62巻　第8号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

8
August 2021

審査支払新システム稼働目前

令和2年度診療報酬等確定状況
　　　  （令和2年4月～令和3年3月診療分）

トピックス

特集 ▶▶▶▶

26月刊基金 March 2022



令和3年度　月刊基金  目次一覧

10
月
号

12
月
号

２
月
号

11
月
号

１
月
号

３
月
号

表
紙

特
集

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

　
本
格
運
用
の
開
始

〇
〈
支
払
基
金
改
革　
た
だ
今
奮
闘
中
〉
レ
セ

プ
ト
振
替
機
能
で
保
険
者
や
医
療
機
関
等
の

業
務
軽
減
を

〇
審
査
の
差
異
解
消
に
向
け
た
取
組

〇
〈
支
払
基
金
改
革　
た
だ
今
奮
闘
中
〉
審
査

事
務
集
約
を
見
据
え
、
本
部
・
支
部
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
進
め
る

審
査
事
務
集
約
に
向
け
て

高
崎
モ
デ
ル
事
業
の
現
在
地

〇
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

〇
〈
新
春
対
談
〉
支
払
基
金
改
革
の
実
行
の
年

新
生
基
金
像
に
「
魂
吹
き
込
む
」

　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金 

理
事
長　

神
田 

裕
二

　
健
康
保
険
組
合
連
合
会 

副
会
長　
佐
野 

雅
宏

〇
〈
支
払
基
金
改
革　
た
だ
今
奮
闘
中
〉
関
係

者
の
声
を
素
早
く
反
映
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
イ
ン
フ
ラ
を
目
指
す

〇
適
正
な
レ
セ
プ
ト
提
出
促
進
に
向
け
た
取
組

～
各
取
組
の
現
況
～

〇
〈
支
払
基
金
改
革　
た
だ
今
奮
闘
中
〉
支
払

基
金
本
部
と
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
適
正
な

レ
セ
プ
ト
提
出
促
進
に
向
け
て
取
り
組
む

〇
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
業
務

を
開
始　
～
保
険
者
・
事
業
主
単
位
の
提
供

に
伴
う
概
要
～

〇
〈
支
払
基
金
改
革　
た
だ
今
奮
闘
中
〉
健
康

ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
社
会
的
使
命
を

担
う

ト
ピ
ッ
ク
ス

既
存
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ル
の

全
て
の
整
理
を
完
了

令
和
3
年
10
月
全
国
基
金
審
査
委
員
長
・
支
部

長
会
議
お
よ
び
令
和
3
年
10
月
全
国
基
金
副
審

査
委
員
長
会
議
（
歯
科
）
を
開
催

令
和
３
年
の
取
組 

〜
支
払
基
金
改
革
〜

支
払
基
金
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

審
査
委
員
長
に

伺
い
ま
し
た
。

世
界
に
誇
る
医
療
保
険
制
度　
こ
れ
か
ら
も
維

持
し
て
い
く
＝
高
知
県　
三
宅　
晋

審
査
の
不
合
理
な
差
異
解
消
が
最
重
要
課
題
＝

富
山
県　
泉　
良
平

医
療
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
へ　
よ
り
よ
い

審
査
に
努
め
る
＝
奈
良
県　
竹
村 

惠
史

切
磋
琢
磨
、
協
力
し
合
っ
て
審
査
に
当
た
る
＝

鹿
児
島
県　
橋
口 

兼
久

「
医
学
の
良
識
」
を
持
っ
て
医
学
的
判
断
を
行

う
＝
香
川
県　
厚
井 

文
一

全
国
で
一
番
小
さ
い
支
部　
組
織
一
丸
と
な
っ

て
対
応
＝
鳥
取
県　
阿
藤 

孝
二
郎

解
説

Q
&
A

公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑩
（
原
子
爆
弾

被
爆
者
に
対
す
る
医
療
）

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑪
（
児
童
福

祉
法
に
よ
る
措
置
等
に
係
る
医
療
）

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
Ａ
Ｓ
Ｐ
機
能
の
拡
充

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑫
（
未
熟
児

に
対
す
る
養
育
医
療
）

〇
帳
票
の
見
方
（
資
格
確
認
結
果
連
絡
書
）

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
請
求
に
お
い
て
「
原

審
ど
お
り
」
と
な
る
事
例
の
解
説

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑬
（
精
神
保

健
福
祉
法
に
よ
る
措
置
入
院
）

〇
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
請
求
に
お
い
て
「
原

審
ど
お
り
」
と
な
る
事
例
の
解
説

〇
公
費
負
担
医
療
制
度
の
し
く
み
⑭
（
肝
炎
治

療
特
別
促
進
事
業
／
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
治

療
）

〇
帳
票
の
見
方
（
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び

賞
金
の
支
払
調
書
）

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

〇
保
険
者
か
ら
の
再
審
査
請
求
に
お
い
て
「
原

審
ど
お
り
」
と
な
る
事
例
の
解
説

〇
お
た
ず
ね
に
答
え
て

－

Ｑ
＆
Ａ

－

そ
の
他

〇
特
定
健
康
診
査
等
の
実
施
状
況
結
果
報
告
に

関
す
る
ご
案
内

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

先
〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す
る
公
開
の

更
新	

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

先
〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
令
和
3
年
度　
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
関
係
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
で
で

き
る
こ
と

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
支
払
基
金
の
人
事
異
動

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〇
令
和
3
年
度
支
払
基
金
が
受
託
し
て
い
る
医

療
費
助
成
事
業

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
で
使
用
す
る
際
の
パ
ソ
コ

ン
基
本
ソ
フ
ト
の
種
類
を
拡
大

〇
支
払
基
金
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

の
取
組

〇
令
和
3
年
度 

月
刊
基
金 

目
次
一
覧

〇
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

Monthly KIKIN 第62巻　第10号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

10
October 2021

オンライン資格確認等システム
本格運用の開始
既存のコンピュータチェックルールの
全ての整理を完了

トピックス

特集 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第62巻　第11号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

11
November 2021

審査の差異解消に向けた取組

令和3年10月全国基金審査委員長・支部長会議および
令和3年10月全国基金副審査委員長会議（歯科）を開催

トピックス

特集 ▶▶▶▶

Monthly KIKIN 第62巻　第12号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

12
December 2021

審査事務集約に向けて 高崎モデル事業の現在地特集 ▶▶▶▶

ASP機能の拡充
令和3年度 社会保険診療報酬支払基金関係功績者厚生労働大臣表彰

Monthly KIKIN 第63巻　第１号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

1
January 2022

令和3年の取組～支払基金改革～トピックス

支払基金改革の実行の年　新生基金像に「魂吹き込む」
社会保険診療報酬支払基金 理事長　神田 裕二
健康保険組合連合会 副会長　　　　佐野 雅宏

新春対談

Monthly KIKIN 第63巻　第2号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

2
February 2022

適正なレセプト提出促進に向けた取組
　　　　　　　　　　　　　　  ～各取組の現況～

特集 ▶▶▶▶

帳票の見方
報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書

おたずねに答えてーQ＆A－
支払調書関係

Monthly KIKIN 第63巻　第3号

社会保険診療報酬支払基金
https://www.ssk.or.jp/

3
March 2022

健康スコアリングレポートの作成業務を開始
～保険者・事業主単位の提供に伴う概要～

支払基金の情報セキュリティ対策トピックス

特集 ▶▶▶▶
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おたずねに
答えて

オンライン資格確認に関して医療機関等から寄せられた質問をご紹介します。

AQ
Q1 資格確認結果連絡書の「処理区分」欄に「振替」又は「分割」と

記載されているレセプトについては、医療機関で再作成して支払基金へ
請求する必要があるのでしょうか。

A1

Q2 患者が「枝番」の記載がない被保険者証を持参されたため、レセプトに
「枝番」を記載せずに請求しましたが、支払基金から返戻されたレセプ
トには「枝番」が記載されていました。
当該患者のレセプトに「枝番」を記載して請求する必要はありますか。

A2

　保険者の確認結果による返戻等、別の理由により医療機関へレセプトが返戻さ
れている場合を除き、振替又は分割先の保険者へレセプトを請求していますので、
再作成及び再請求の必要はありません。

「資格確認結果連絡書」の詳細については、月刊基金令和３年12月号「帳票
の見方―資格確認結果連絡書―」に掲載しています。
　　　支払基金ホームページ
　　　トップページ→広報誌・メルマガ→広報誌月刊基金→
　　　令和３年度→令和３年12月号→帳票の見方

　「枝番」の記載がない被保険者証を持参された場合は、レセプトに「枝番」を
記載せずに請求して差支えありません。

「枝番」の詳細については、月刊基金令和３年９月号「被保険者証等に記載
された『枝番』の記録について」に掲載しています。
　　　支払基金ホームページ
　　　トップページ→広報誌・メルマガ→広報誌月刊基金→
　　　令和３年度→令和３年９月号→被保険者証等に記載さ
　　　れた「枝番」の記録について

28月刊基金 March 2022



information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

1月  4日　支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報酬等確
定状況」を更新

統計情報に確定状況及び収納状況を追加

 統計月報を掲載

 医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新

 基本マスター（医科診療行為）を更新

1月   5日　令和2年度診療報酬改定関係通知を掲載

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせを掲載

1月  6日　「審査の差異の可視化レポート」の検証結果（11事例）を掲載するとともに、掲載方法を変
更

1月   7日　基本マスター（医薬品）を更新

保険者の異動について（2021年12月分）を掲載

1月11日　月刊基金「令和4年1月号」を掲載

1月28日　「審査の差異の可視化レポート」の検証結果（4事例）を掲載

1月31日　レセ電通信（医科・DPC、歯科、調剤）を掲載

「支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）（第8回）」を公表

1月理事会は1月31日に開催され、議題は次のとおりでした。

  1月  4日 令和3年10月診療分の確定金額は対前年同月伸び率で3.1%増加　～対前々年同月伸び率は

6.5%増加～

議　題

　１　支払基金改革の進捗状況

　２　議事

　　　令和3事業年度特定B型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係特別会計

　　　収入支出予算変更（案）

　３　報告事項

　　⑴　オンライン資格確認等システムの稼働状況

　　⑵　支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）の公表（第8回）

　　⑶　支払基金連結情報提供業務の実施に伴う業務方法書等の認可及び承認

　４　定例報告

　　⑴　令和3年11月審査分の審査状況

　　⑵　令和3年12月審査分の特別審査委員会審査状況　　

　　⑶　令和3年11月及び12月理事会議事録の公表
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